
三菱電機株式会社は、株式会社フュー
チャー・エコロジー(代表取締役：辻
敏光氏)、株式会社ビックカメラ(社長：
秋保 徹氏)、ヴェオリア・ジェネッツ
株式会社(社長：ギヨーム・ドゥルダ
ン)、株式会社digglue(代表取締役CEO：
原 英之氏)と共同で、東京都の「令和
5年度革新的技術・ビジネスモデル推
進プロジェクト(調査・分析事業)」
(※1)に申請した「小型家電由来の廃
プラスチック再資源化の加速：大規模
店舗回収ルート開拓と高度選別技術に
よる一気通貫な資源循環プロセスの確
立」の事業者として採択された。
同事業は、小型家電に由来する廃プ

ラスチックの高度なリサイクル技術の
社会実装を目指すもので、小型家電の
一部品目を対象として、回収から再製
品化までのプロセス構築、小型家電の
回収量やリサイクル材の品質などの分
析、将来的な効果のシミュレーション、
課題解決の方針検討などを行う調査・
分析事業を7月7日から開始した。

小型家電由来の廃プラスチックは、
家電リサイクル法が定める冷蔵庫、エ
アコン、洗濯機、テレビの4品目から
回収される廃プラスチックと比較して、
資源としてのリサイクル率が低く、約
8割(※2)が燃焼による熱をエネルギー
として再利用するサーマルリサイクル
によって処理されている。このサーマ
ルリサイクルはCO₂を大量に排出する
ため、脱炭素の観点からも資源として
のリサイクル率の向上が期待されてい
る。
また、2023年度までに年間14万ト

ンの小型家電の回収を目指すとする政
府目標の達成に向けては、大規模な回
収ルートの確立による回収量の大幅な
増加も期待されている。
今後、同事業での調査や検証の結果

をもとに、小型家電の回収から解体、
廃プラスチックの選別、コンパウンド
(※3)、再製品化までの一連のプロセ
スを一気通貫で確立することで、再資
源化を大きく促進させる仕組みの構築・
社会実装を目指す。同社は、これまで

家電リサイクルにおいて長年培ってき
たプラスチックの静電選別等の高度選
別技術ノウハウを同事業に提供するこ
とで、さらなる循環型社会とカーボン
ニュートラルの実現に貢献する。
【事業の概要】
◇名称：小型家電由来の廃プラスチッ
ク再資源化の加速(大規模店舗回収
ルート開拓と高度選別技術による一
気通貫な資源循環プロセスの確立)。

◇期間：2023年7月～2024年3月(9カ
月間)。

◇内容：小型家電において、金属類に
比べ再資源化が遅れているプラスチッ
クに対し、資源循環の推進に資する
技術の組み合わせにより、プラスチッ
クの持続可能な利用を大きく前進さ
せ得る仕組みを構築し、2025年度
までに段階的な社会実装を目指すた
めの調査・分析を行う。

【資源循環プロセス概要】
◇家電量販店の店舗で集めた小型家電
を認定事業者が解体し、プラスチッ
クを分別、破砕後に静電選別等の高
度選別技術で材質別に選別。選別さ
れたプラスチック破砕片をマテリア
ルリサイクル業者へ搬送し、リサイ
クル製品の原料としてコンパウンド。
リサイクル材は製品メーカーにて再
製品化し、小型家電に水平リサイク
ルを予定。

◇一連の工程をデジタルプラットフォー
ムに登録することで、回収量やCO₂
削減量といった環境献度の算出、排
出量の削減に向けた取り組みに対す
る効果の確認が可能。

【役割分担】
◇三菱電機株式会社(事業主体)
静電選別等のプラスチック高度選別
技術・家電リサイクルにおけるノウ
ハウ提供。

◇株式会社フューチャー・エコロジー
(事業主体)
小型家電の解体・プラスチック分別

◇株式会社ビックカメラ(参画企業)
家電量販店での小型家電回収。

◇ヴェオリア・ジェネッツ株式会社
(参画企業)

プラスチックのマテリアルリサイク
ル実施。

◇株式会社digglue(参画企業)
調査・分析ほか一連の事業活動推進
及び資源循環のデジタルプラットフォー
ム提供。

【今後の予定将来展望】
同事業における調査や検証結果をも
とに、2023年度末を目標に静電選
別の実証機を完成させ、2024年度
に実証機を用いた選別試験を実施す
る。これにより、静電選別技術の有
効性を検証するとともに、資源循環
プロセスの対象となる小型家電の品
目範囲を拡大していく予定。

■東京都「令和5年度革新的技術・ビ
ジネスモデル推進プロジェクト」
東京都による、使い捨てプラスチッ

クの大幅なリデュース・リユースや、
バージン資源と同等の樹脂に戻す水平
リサイクルの実装化を推進するため、
革新的技術・ビジネスモデルの社会実
装を目指す事業者を公募する取り組み。
今回、同事業の提案内容に対し、革新
性や有効性、実装可能性等が評価され、
採択に至った。
■※の解説
※1：東京都サイト
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/
hodohappyo/press/2023/05/31/10.ht
ml
※2：出典
認定事業者による再資源化実績（202
1：環境省）
※3：コンパウンド
プラスチックに着色剤、添加剤、顔料
などを混ぜあわせて、新たな機能を持
つプラスチックへ加工すること。

(※資料提供：三菱電機)
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小型家電由来の廃プラスチックの資源循環実現へ
推進プロジェクトがプロセス確立に向け調査・分析

■三菱電機URL→ https://www.mitsubishielectric.co.jp/
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